
紅葉で知られる湖東三山でこの秋、天台宗

の開宗1200年を記念して秘仏本尊が同時に

ご開帳される。期間は9月18日から10月27

日まで。

公開される秘仏本尊は次の通り。

甲良町の西明寺は50年ぶりのご開帳となる

「薬師瑠璃光如来」。三修上人が池のそばの

立ち木を切って彫ったものと伝えられ、日

光・月光両菩薩と十二神将に囲まれた姿が

見られる。

愛荘町の金剛輪寺は荒彫りのまま安置された

「聖観世音菩薩」。行基菩薩が彫りすすめたと

ころ、木肌から血が流れたことから「生身の観

音」と呼ばれるようになったと伝えられる。

東近江市の百濟寺で公開されるのは「十一面

観世音菩薩」。聖徳大使が立ち木のままで彫

ったので「植木観音」とも呼ばれている。

湖東三山の秘仏本尊が同時にご開帳されるの

は今回が初めて。貴重な機会は見逃せない。

期間中は近江鉄道「尼子駅」と湖東三山をめぐ

るシャトルバスが運行される。混雑が予想さ

れるので、なるべく公共の交通機関を利用し

て出かけよう。                   （取材・白崎）
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●栗東市辻644●TEL：077-551-5688
●営業時間：11：30～16：00/18：00～22：00
●定休日：月曜日（祝日のときは翌日）
http://www.cafe-kitchen-oak.com/

Cafe kitchen

LUNCHTIME GUIDE

2006年（平成18年）9月7日（木曜日）

●犬上郡甲良町大字池寺26●TEL：0749-38-4008

●愛知郡愛荘町松尾寺874●TEL：0749-37-3211

●東近江市百済寺町323●TEL：0749-46-1036

◆拝観時間：8:00～17:00
◆入山料(各寺院ごとに）：大人500円 中学生300円 小学生100円

1940（昭和15）年、彦根市生まれ。日
本大学工学部卒。1966（昭和41）年、
廣瀬バルブ工業（株）入社。
1985（昭和60）年、代表取締役就任。
鉄鋼関係、建機・車両関係、一般産
業機械などの分野で使われる油
圧用バルブを製造・販売。油圧用
ストップバルブ、回転型昇圧器RINT
（リント）を開発するなどバルブ産業
界を代表する企業として躍進中。
現在、代表取締役社長。
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●運 行 日：9/18(祝)～10/27（金）までの水・金・土・日・祝日
●乗車区間：近江鉄道全線、シャトルバス（湖東三山）、路線バス愛東循環線
●シャトルバス運行区間：近江鉄道「尼子駅」⇔西明寺⇔金剛輪寺⇔百濟寺
●料　　金：大人1,100円 子供550円　
●特　　典：きっぷの提示で湖東三山の拝観料が割引（大人のみ）になるほか、多数の特典あり。
●発売場所：近江鉄道米原駅、彦根駅、高宮駅、八日市駅、愛知川駅、近江八幡駅、日野駅、
　　　　　　貴生川駅ほか
●お問い合わせ：●湖東三山観光振興連絡会（東近江市商工観光課内） TEL：0748-24-5662
  　　　　　　　●近江鉄道株式会社鉄道部運輸課　TEL：0749-22-3303
  　　　　　　　●ぐる～っと琵琶湖・滋賀キャンペーン事務局（滋賀県交通政策課内）TEL：077-528-3682
★シャトルバスのみに乗車の場合、1乗車大人200円 子供100円（路線バス愛東循環線には1乗車200円で 
  は利用できません。)

とめき ち

オ ー ク  廣瀬バルブ工業が扱う製品は、水を止

めるシンプルなバルブから複雑な油圧

専用のものまで多種多様であり、鉄鋼

メーカーや建設機械メーカーなどを主

な取り引き先に業績を伸ばしている。

創業は1923（大正12）年。私の祖父が産

業用弁の製造販売からスタートした。

祖父から父、そして私へと事業が引き

継がれてきた。

私と会社について話す前に彦根とバル

ブの歴史について少し説明しておきたい。

彦根はバルブ産業の町として知られるが、

その原点は仏壇の「飾り職人」にある。

江戸時代、彦根の城下には刀や鎧を作

る職人が大勢いたが、武具の需要がな

くなるにつれ、仏壇の金具などを作る「飾

り職人」へと転身していった。さらに明

治時代に入って生糸の生産が盛んにな

ると、彼らは製糸工場で使われる外国

製ボイラーの修理に携わるようになっ

た。こうして飾り職人たちはボイラー

の修理をきっかけに、次々とバルブ産

業に参入していったのである。

バルブの技術を初めて学んだのが門野

留吉という飾り職人で、この人は祖父

の伯父にあたる。祖父は伯父のもとで

修行を積み、1923（大正12）年に廣瀬鉄工

所を創立した。終戦後、社名を廣瀬バ

ルブ工業株式会社とし「廣瀬バルブ」

のブランドを確立していった。その後、

父が事業を引き継ぎ、1954（昭和29）年に

はそれまでメーカーごとに異なってい

たバルブの規格を統一し、JIS（日本工業

規格）を取得するなど、地場産業の発展

に貢献した。

さらに「いつまでも同じ事をしているよ

うでは会社の発展は望めない」と、油圧

用ストップバルブの開発に取り組んだ。

油圧用ストップバルブとは、水道弁の

20倍以上も高い圧力に対しても流れを

制御できるもので、建設・産業機械な

どの分野で需要が高まりつつあった。

父は1962（昭和37）年、油圧用ストップ

バルブの開発に成功

し、大手機械メーカー

との取引が始まった。

そして1945（昭和15）年、

創業者の初孫として、

会社の跡取りとして

私が生まれた。母親の話では、どんな

に泣いていても工場に入るとすぐに眠

ってしまう赤ん坊だったという。工場

に響く機械のリズムが心地良かったの

かも知れない。そのころの会社は住居

と工場が隣接しており、家には住み込

みで働く従業員が大勢いた。ものづく

りが大好きで、中学時代は模型を作っ

て遊ぶことが多い毎日だった。
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金剛輪寺　聖観世音菩薩西明寺　薬師瑠璃光如来(写真は厨子） 百濟寺　十一面観世音菩薩

あま ご

栗東市辻にあるカフェ＆キッチンＯＡＫは、ア

ンティーク家具がよく似合うしっとりとした店。

多彩なメニューと落ち着いた雰囲気で、女性

を中心に人気がある。

今回は「一汁五菜

(1,260円)」をご紹介。

日替わりの主菜、「ア

ロエベラのお造り」

と「生麩のステーキ」

を含む副菜四品、それにサラダ、ご飯、味

噌汁がつく盛りだくさんのセットだ。

この日の主菜は「鯵の

南蛮漬」。さっぱりと

した口当たりで箸

がすすむ。副菜やサ

ラダのひと手間かけ

た味付けも最高。野

菜や豆類・乾物類を

多用したヘルシーさ

も魅力的。

注目は地元産のア

ロエベラと生麩。どちらも店の人気食材で、

ツルッとしたのど越しのアロエベラと、も

ちもちした生麩の食感がたまらない。

奥様の高橋幸子さんのアイデアが生かされ、

オリジナルメニューがたっぷり楽しめる。

デザートやドリンク類も充実しているので、

食後はゆっくりおしゃべりするのも楽しい。

「飲食にこだわらず、たくさんの人が集まる

店にしたい」と、店ではコンサートや作品展

も開かれる。                    （取材・福本） 
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